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第 2 章「複数のばねで離散的に連結された二重はりの自由振動」では，2 本の両端
単純支持はりが複数(N 本)のばねで離散的に連結された系を対象として，モード解析
により厳密な固有角振動数や振動モード形状を求めるための一般式を解析的に誘導し





では，2 本の両端単純支持はりが離散的に配置された N 組のばねとダッシュポットか
ら成る連結要素により繋がれた系を対象とし，上部のはりに正弦外力が作用する場合，
強制振動解を求めている．理論解析では，モード関数の直交性が成り立つことを明ら














第 5章「今後の研究課題」では，第 2章から第 4章までで用いた解析手法が適用可
能な具体的な構造物として住宅構造を取り上げ，今後の研究課題について述べている． 
第 6 章「結論」では，2 本のはりが離散的に配置された複数のばね・ダッシュポッ
トで連結された系を対象として，モード解析により，自由振動，強制振動，および衝
撃振動で得られた結果を総括している． 
以上，審査の結果，本人は博士（工学）の学位を受けるに必要な学識を有すると認
められた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
備考：審査の要旨は，1,500字以内とする。 
